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成人式実行委員会

▲尾関市長祝辞

新成人代表の言葉

02

祝成人平成25年

関市成人式

広報せき 2013.2.1

　関市成人式が、1月13日に関市文化会館や各地域の生涯学習セン

ターなどを会場に開催され、市内全域で新成人1,108人の門出を祝い

ました。

　関会場の式典では、尾関市長らからお祝いの言葉が贈られたほ

か、新成人を代表して長井達郎さんが誓いの言葉を述べ、決意を新

たにしました。

　また、新成人で構成された実行委員会が企画したアトラクション

などで盛り上がり、羽織はかまやスーツ、華やかな振袖姿の新成人た

ちは、久しぶりに顔を合わせる同級生と再会を喜び合いました。



武儀会場 武芸川会場

板取会場

洞戸会場

上之保会場
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住みよいまちづくりを目指して
土地区画整理と道路整備が進行中です

都市計画地域内の用途地域内において

道路・水路及び公園を計画的に配置し

土地を整形して、住みよいまち・災害

に強いまちづくりを行います。

●お知らせ

土地区画整理事業とは・・・

今後、平賀第一地区・笠屋地区ともに、

保留地（宅地）が販売されます。

整理前

整理後

建物等の移転
工事の実施
道路の整備

◆土地区画整理事業◆
　現在、平賀第一地区と笠屋地区で土地区画整理事業を組合施行で行っています。 
　平賀第一地区は平成30年度、笠屋地区は平成28年度完成を予定しています。

区画整理の仕組み

◆照会先　都市整備課　☎23－7824

●位置図

Aさん

AさんCさん

Cさん

Dさん

Dさん

Eさん

Eさん

Bさん

Bさん
保
留
地

Fさん

Fさん 公園

Gさん

Gさん
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●計画図（施行面積　11.45ha）

●計画図（施行面積　11.51ha）

組合設立総会（平成24年11月23日）

工事起工式（平成24年10月17日）

関市平賀第一土地区画整理事業（施行場所　市平賀字東出ほか）　

関市笠屋土地区画整理事業（施行場所　鋳物師屋字笠屋ほか）

市はこの土地区画整理事業にあわせて、都市計画道路東本郷鋳物師屋線（■緑線）を、平賀地区から笠屋
地区まで整備します。この道路の完成により、南北の交通渋滞が緩和されることが期待されます。　　

東本郷鋳物師屋線　道路標準断面（一般部）
［単位：mm］

3,000

歩道 歩道車道 車道

3,000

13,000

3,000 3,000500 500
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◆申告書の作成はご自身で◆

所得税の確定申告 ⇒ 会場は「アピセ・関」

所得税確定申告会場 開設期間 時　間

所得税と市・県民税の申告のお知らせ

アピセ・関
（関市平和通7丁目5番地1）

です。
申告所得税と
贈与税が 3月15日（金）消費税が4月1日（月）

2月18日（月）～3月15日（金）
（土・日曜日を除く） 午前9時～午後5時

申告・納付期限は、

※開設期間中、関税務署(川間町)では申告書などの作成指導は行いません。(申告書の提出は受け付けます。)
　また、申告に関する電話でのご質問などは、「アピセ･関」では受け付けていません。関税務署（☎22―　　
　2233）へお尋ねください。（下記参照）

◆所得税の確定申告が必要な人
① 事業（営業・農業）所得、不動産所得、雑 所得（公的年金など）や一時所得などがあり、計算の結果、
　所得税額が発生する人
②給与の収 入金額が2,0 0 0万円を超える人
③給与を2カ所以上から受けている人
④給与を1カ所から受けている人で、給与所得や退職 所得以外の所得金額が20万円を超える人など
※確定申告をする人は、ご自身で所得税の申告書を作成してください。
※確定申告書は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）から作成できます。

◆確定申告で所得税が還付される人
　所得 税の確 定申告をする必 要のないサラリーマンなどでも、次の場 合は確 定申告により所得 税が還
付される場合があります（申告者本人名義の口座番号などが必要）。
① 住宅ローンを組んで住宅を新築、購入などをした人
②多額の医療費を支払った人
③会社を退職し、年末調整をしていない人　など

◆税理士による無料税務相談所の開設
　所得税と消費税の申告について無料税務相談 所を開設します。
○期間…2月18日（月）～28日（木）（土・日曜日を除く）
○時間…午前9時30 分～正午、午後1時～午後4時
○場所…アピセ・関

　照会先　関税務署　☎22―2233（代表）
　※税務署の代表電話は、自動音声によりご案内しています。
　　国税に関する一般的な相談は「1」を、税務署からの照会や
　　お尋ねは「2」を選択してください。
　※なお、3月15日（金）までは、所得税、消費税、贈与税の申告
　　に関する相談は「0」を選択してください。
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市・県民税の申告 ⇒ 会場は「市役所」、「各地域事務所」ほか

市・県民税申告会場 開設期間 時　間

市役所1階・市民ホール

洞 戸 事 務 所

板 取 事 務 所

武 芸 川 事 務 所

武 儀 事 務 所

上 之 保 事 務 所

 2月18日（月）

～

  3月15日（金）

（土・日曜日を除く）

午前9時～午後5時

田原ふれあいセンター 2月26日（火） 午前9時30分～午後3時

富野ふれあいセンター 2月28日（木） 午前9時30分～午後3時

西 部 地 区 公 民 館 3月  5日（火） 午前9時30分～午後3時

◆市・県民税の申告をしなくてもよい人
①所得税の確定申告をする人
②給与所得か公的年金所得だけで、勤務先や支払者から市へ支払報告書が提出されている人

◆市・県民税の申告が必要な人
　平成 25年1月1日現在、関市内に住 所があり、平成 24 年中（平成 24 年1月～12月）に所得がある人で、
次に該当する人は申告してください。
① 給与所得だけで、勤務先から市へ「給与支払報告書」の提出がされていない人（必 要に応じて勤務先
　で確認してください。）
②公的年金所得だけで、各種控除（扶養 控除、社会保険料控除等）を受けようとする人
③給与所得や公的年金所得のほかに、農業・不動産・配当などの所得がある人　など
※所得 税は給与所得や退 職 所得以 外の所得が20万円以下の場 合、所得 税の 確 定申告は必 要ありませ
　んが、市・県民税の申告は必要です。
※課税 所得証明書などの証明書が必要な人は、所得がなくても市・県民税の申告が必要です。
▷市・県民税申告書は、税務課、西部支 所、各地 域事務所でお渡ししています。
　なお、昨年に市・県民税申告書を提出した人には、2月上旬に申告書を送 付します。

　照会先　市役 所税務課　市民税係　☎23―8893

◆申告に必要な書類など
①印鑑（朱肉を使 用するもの）
②給与・公的年金などの「源 泉徴収 票」（コピーは不可）
③事業（営業・農業）所得や不動産所得などがあった人は、「収支内訳書」（事前に、ご自身での作成が必要）
④医療費控除を受ける人は、平成 24 年中（平成 24 年1月～12月）に支払った医療費の領収書と｢医療費
　の明細書（医療を受けた人ごと）｣（事前に、ご自身での作成が必要）
⑤国民年金・生命保険料･地震保険料などの支払証明書
⑥国民健 康 保険税・介護保険料などの支払金額の分かるもの　など
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所　得　税

年間の支払保険料等 控除額

20,000円以下 全額

20,00１円～40,000円 支払保険料等×1/2＋10,000円

40,00１円～80,000円 支払保険料等×1/4＋20,000円

80,00１円以上 一律40,000円

所　得　税

年間の支払保険料等 控除額

  25,000円以下 全額

  25,00１円～ 50,000円 支払保険料等×1/2＋12,500円

  50,00１円～100,000円 支払保険料等×1/4＋25,000円

100,00１円以上 一律50,000円

市・県民税

年間の支払保険料等 控除額

12,000円以下 全額

12,00１円～32,000円 支払保険料等×1/2＋ 6,000円

32,00１円～56,000円 支払保険料等×1/4＋14,000円

56,00１円以上 一律28,000円

市・県民税

年間の支払保険料等 控除額

15,000円以下 全額

15,00１円～40,000円 支払保険料等×1/2＋ 7,500円

40,00１円～70,000円 支払保険料等×1/4＋17,500円

70,00１円以上 一律35,000円

■新契約における計算方法

■旧契約における計算方法

●新契約（平成24年１月1日以降）

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ｄ）
●旧契約（平成23年12月31日以前）

（Ａ）+（Ｂ）および（Ｃ）+（Ｄ）の場合の適用限度額は、所得税4万円、市･県民税2.8万円。

一般生命保険料控除

所得税４万円、市・県民税2.8万円

一般生命保険料控除

所得税5万円、市・県民税3.5万円

介護医療保険料控除

所得税4万円、市・県民税2.8万円

個人年金保険料控除

所得税4万円、市・県民税2.8万円

個人年金保険料控除

所得税5万円、市・県民税3.5万円

適用限度額　所得税12万円、市・県民税７万円

平成25年度（平成24年分）の主な税制改正

◆生命保険料控除の改正
① 平成 24 年1月1日以降に締 結した保 険 契 約 等（新 契 約）には、新設された「介護医療 保 険料 控除」の

ほか「一 般 生命保険料 控除」「個人年金保険料 控除」があります。それぞれの適 用限 度額は、所得税
4万円、市・県民税2万8,0 0 0円となります。

② 平成 2 3 年12 月31日以 前に 締 結した 保 険 契 約 等（ 旧 契 約）には 、「一 般 生命 保 険 料 控 除 」「個 人年
金 保 険 料 控 除 」があります。それぞれの 適 用限 度 額 は、所得 税 5万円 、市・県 民 税 3万5, 0 0 0 円とな
ります。

③「一 般 生命保険料控除」については、新契約と旧契約でそれぞれ計算して合計することができます。
また、「個人年金保険料控除」についても同じです。この場合の適用限 度額は所得税4万円、市・県民
税2万8,0 0 0円となります。

④申告の方法は、「新 契 約のみでの申告」「旧契 約のみでの申告」「新旧両方の契 約による申告」のい
ずれかを選 んで申告できます。「新契約のみでの申告」及び「新旧両方の契約による申告」の場合、
控除額の合計の適 用限 度額は所得税12万円、市・県民税7万円となります。「旧契約のみでの申告」
の場合、控除額の合計の適用限 度額は所得税10万円、市・県民税7万円となります。
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要
介
護
認
定
者
な
ど
の
税
申
告
の
各
種
控
除

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

◆
要
介
護
認
定
者
の
「
障
害
者
控
除
適
用
」

　

税
申
告
を
さ
れ
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親

族
が
障
が
い
者
に
該
当
す
る
場
合
、
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
こ
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
65
歳
以
上
で
要
介
護

認
定
を
受
け
て
お
り
、
要
介
護
認
定
の
内

容
か
ら
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
に
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
む
つ
代
の
「
医
療
費
控
除
」

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
、
お
む
つ
代
の
「
医
療
費
控
除
」
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る
場
合
は
、

一
部
の
場
合
を
除
い
て
、
医
師
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
て
、
市
が

発
行
す
る
証
明
書
に
よ
り
医
療
費
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
証
明
書
の
必
要
な

方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
社
会
保
険
料
控
除
（
介
護
保
険
料
・
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
） 

　

平
成
24
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
支

払
っ
た
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
分
の
確

定
申
告
で
の
社
会
保
険
料
控
除
に
該
当
し

ま
す
。

▽
普
通
徴
収
（
現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振

　

替
に
よ
る
お
支
払
い
）
の
方

　

領
収
印
が
押
さ
れ
た
納
付
書
、
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
る
方
は
、
預
金
通
帳
で

確
認
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
納
付
済
額

の
お
知
ら
せ
」
は
が
き
を
平
成
25
年
１
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▽
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方

　

日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
よ

り
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
」
の
「
社
会
保
険
料
の
金
額
」
欄
で
確

認
が
で
き
ま
す
。

▽
年
間
の
支
払
額
が
分
か
ら
な
い
場
合

　

領
収
証
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど
、
年
間

の
支
払
額
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
本
人
確
認
が
必
要

で
す
）
。

◆
申
請
・
照
会
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23

　

―
７
７
３
０　

23
―
７
７
４
８
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
に
登
録

さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
登
録
の
変
更
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
表
に
よ
り

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を
廃
棄
し
た

▽
他
人
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た

▽
所
有
者
が
死
亡
し
た

▽
所
有
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た

◆
照
会
先　

税
務
課
庶
務
諸
税
係
（
☎
23
―

　

８
８
７
４　

21
―
２
３
０
８
）

車　　　種 手続場所
持　ち　物

廃車の場合 住所や名義変更の場合

原動機付自転車
（50㏄～125cc

　以下のバイク）

市役所  税務課
☎23-8874

または
各地域事務所

1. ナンバープレート
2.  所有者の印鑑
3.  標識交付証明書
4.  窓口に来られる
　方の運転免許証
　など本人 確認で
　きるもの

1. ナンバープレート
2.  譲渡証明書
3.  所有者の印鑑
  （新・旧）
4.  標識交付証明書
5. 窓口に来られる
　方の運転免許
　証など本人確認
　できるもの
※市内転居の場
　合、1.2は不要

小型特殊自動車
（フォークリフト、

　 農耕作業用など）

 二輪車
（125ccを超えるもの）

中部運輸局岐阜運輸支局
（岐阜市日置江2648-1）

☎050-5540-2053

※左記運輸支局で必要書類などを
　ご確認のうえお出かけください。

軽自動車
（三輪・四輪）

軽自動車検査協会
岐阜事務所

（羽島市福寿町平方字
丸池東9-1）

☎058-394-0232

全国軽自動車協会連合会
岐阜事務所

（羽島市福寿町本郷字
千代田147）

☎058-394-0257

※左記事務所で必要書類などを
　ご確認のうえお出かけください。
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平
成
24
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

平
成
24
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

　

平
成
24
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
を
、
12
月
３

日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
19
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
12
件
、
一
般
議

案
７
件
、
補
正
予
算
13
件
、
選
挙
２
件
、
議
員
提

案
１
件
の
合
わ
せ
て
35
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
審

議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
12
月
３
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
19
日

間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
提
案
説
明
を
受
け
、
教

育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
を
同
意
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
お
よ
び
補
充
員
と
、
岐
阜
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い

ま
し
た
。

▼
12
月
11
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す

る
質
疑
を
行
い
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
の
専
決
処
分
を
承
認
し
、
関
市
総

合
福
祉
会
館
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
１
件

を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
の
制
定
・
一
部

改
正
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
一
般

会
計
補
正
予
算
や
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
あ

わ
せ
て
29
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般

質
問
を
行
い
、
通
告
者
14
人
の
う
ち
４
人
が
、
当

局
の
姿
勢
や
方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
12
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

▼
14
日
、
17
～
18
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
21
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長
か

ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告
が
行
わ

れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
１
件
は

可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議
了

し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問

　新
年
度
予
算

質
問
　
新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

　

答
弁　

平
成
25
年
度
予
算
は
３
つ
の
基
本
的
な

考
え
方
で
編
成
し
ま
す
。
一
つ
目
は
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
効
果
的
な

施
策
事
業
の
着
実
な
取
り
組
み
と
な
る
予
算
。
二

つ
目
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
が
主
体
性
と
自
立
性
、
経
営
感
覚
を
持
っ
て
取

り
組
む
枠
配
分
の
手
法
に
よ
る
予
算
。
三
つ
目
は

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
へ

と
つ
な
が
る
予
算
で
、
地
域
の
活
性
化
と
財
政
健

全
化
の
両
立
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
は
、経
済
・

雇
用
対
策
と
し
て
企
業
誘
致
や
特
産
品
の
産
業
振

興
、
新
し
い
刃
物
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
。
子
育

て
・
教
育
に
力
を
入
れ
、
小
学
校
の
耐
震
化
や
空

調
設
備
、
託
児
や
病
児
・
病
後
児
の
機
能
強
化
な

ど
。
そ
し
て
市
民
一
人
「
１
学
習
・
１
ス
ポ
ー
ツ
・

１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
広
げ
る
た
め
の
予
算
措
置

に
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

一
般
質
問

　国
民
健
康
保
険

質
問
　
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
は
負
担
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か

　

答
弁　

国
保
財
政
の
厳
し
い
現
状
や
将
来
見
込

み
な
ど
か
ら
、
国
保
運
営
協
議
会
は
国
保
税
額
の

平
均
15
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
を
答
申
し
、
こ

れ
を
踏
ま
え
て
税
率
改
正
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
今
回
の
引
き
上
げ
は
加
入
者
に
対
し
て
大
き

な
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
国
保
財
政
で
は

今
年
度
に
お
い
て
も
５
億
円
強
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
ま

ま
適
正
な
税
率
改
正
を
し
な
け
れ
ば
、
国
保
財
政

の
立
て
直
し
が
遅
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
会

計
の
財
政
に
も
大
き
く
響
く
結
果
と
な
り
ま
す
の

で
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
税
率
改
正
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　地
域
委
員
会

質
問
　
地
域
委
員
会
の
事
業
や
財
源
は
ど
の
よ

う
に
担
保
さ
れ
る
の
か

　

答
弁　

現
在
、
上
之
保
地
域
、
武
儀
地
域
、
田

原
地
域
で
試
行
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
委
員

会
で
す
が
、
将
来
も
関
市
の
全
地
域
に
お
い
て
継

続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
現
在
検
討
し
て
い
る

自
治
基
本
条
例
の
中
で
き
ち
ん
と
規
定
し
、
そ
の

制
度
を
担
保
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
住
民
が
主
体
的
に
考

え
て
地
域
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

財
源
を
市
か
ら
地
域
委
員
会
へ
交
付
で
き
る
よ
う

な
新
た
な
交
付
金
制
度
を
整
備
し
、
運
営
費
や
地

域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
市
か
ら
地
域
の
各
種
団
体
へ
交

付
し
て
い
る
補
助
金
に
つ
い
て
も
統
合
を
検
討
し
、

で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
地
域
委
員
会
に
交
付
で
き

る
よ
う
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　自

治
基
本
条
例

質
問
　
条
例
制
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　

答
弁　

自
治
基
本
条
例
策
定
審
議
会
に
お
い
て
、

条
例
の
必
要
性
や
役
割
な
ど
基
本
的
な
事
項
か
ら
検

討
を
始
め
る
の
で
、
条
例
に
必
要
な
調
査
・
研
究
を

行
い
、
平
成
25
年
７
月
ご
ろ
ま
で
に
条
例
の
素
案
を

ま
と
め
、
平
成
26
年
４
月
の
施
行
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
重
要
な
こ
と
は
検
討
期
間
で
は
な
く
、
策
定
過

程
に
お
い
て
情
報
提
供
、
意
見
聴
取
、
参
加
・
協
働

で
あ
り
、
市
民
参
加
の
機
会
を
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
第
4
回
定
例
会
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地
域
の
開
発
事
業

質
問　

倉
知
北
部
地
区
の
大
規
模
開
発
に
よ
る

交
通
へ
の
影
響
は

　

答
弁　

倉
知
北
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

集
客
施
設
や
店
舗
な
ど
が
次
々
と
立
地
し
て
お
り
、

多
く
の
方
が
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
周
辺
道
路
の
交
通
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
新
た
な
開
発
に
よ
る
大
型
店
舗
の
建
設
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
交
通
へ
の
影
響
が
出
て
く
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
地
域
の
道
路

や
交
通
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
対
応

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
予
防
接
種

質
問　

子
宮
頸
が
ん
等
任
意
予
防
接
種
の
継
続
は

　

答
弁　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意

予
防
接
種
は
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊

急
促
進
事
業
に
よ
り
県
の
基
金
に
よ
る
財
政
支
援

が
平
成
24
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
来

年
度
以
降
の
実
施
は
、
現
在
、
国
が
予
防
接
種
法

の
改
正
に
よ
る
定
期
予
防
接
種
化
を
検
討
し
て
お

り
、
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
対
策

質
問　

全
小
学
校
に
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
設
置
を

　

答
弁　

市
で
は
心
の
教
室
相
談
員
を
全
中
学
校

に
、
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
小
学
校
７
校
に
配
置
し

て
い
ま
す
。
心
の
相
談
員
、
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は

子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と

の
相
談
、
授
業
参
観
に
よ
る
児
童
生
徒
の
観
察
、

学
級
担
任
や
相
談
担
当
の
教
員
と
の
情
報
交
換
を

通
じ
て
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
学

校
の
現
状
を
把
握
し
つ
つ
適
切
な
配
置
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
全
学
校
に
配
置
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
定
規
模
電
気
事
業
者

質
問　

電
力
の
購
入
は

　

答
弁　

平
成
23
年
度
の
中
部
電
力
へ
の
支
払
額

は
、
建
築
物
な
ど
の
施
設
の
ほ
か
に
、
電
灯
な
ど

に
使
用
し
た
電
力
分
も
含
め
て
、
約
４
億
３
２
０

０
万
円
で
す
。
中
部
電
力
以
外
の
特
定
規
模
電
気

事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
か
ら
電
力
を
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
全
国
的
に
も
そ
の
実
績
は
上
昇
し
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
安
い
電
力
を
購
入
す
れ
ば
、

経
費
の
削
減
に
な
り
ま
す
が
、
電
力
の
供
給
力
や

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
対
応
の
問
題
な
ど
、
リ
ス

ク
も
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
整
理
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
入
札
改
革

質
問　

総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
の
試
行
と

評
価
は

　

答
弁　

公
共
工
事
に
お
い
て
は
、
価
格
と
品
質

が
総
合
的
に
優
れ
た
調
達
を
行
う
こ
と
に
よ
り
品

質
確
保
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
発
注
者
に
求
め
ら

れ
て
お
り
、
関
市
に
と
っ
て
最
も
優
れ
た
調
達
を

実
現
す
る
方
法
と
し
て
総
合
評
価
方
式
を
導
入
し

ま
し
た
。
現
在
の
指
名
競
争
入
札
に
せ
よ
、
導
入

を
予
定
し
て
い
る
一
般
競
争
入
札
に
せ
よ
、
最
低

価
格
者
を
落
札
者
と
す
る
方
式
で
は
、
最
良
の
品

質
を
提
供
す
る
業
者
と
は
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

公
共
工
事
の
品
質
向
上
の
た
め
に
は
、
価
格
と
品

質
の
双
方
を
総
合
的
に
評
価
し
て
選
ぶ
方
式
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
課

題
も
あ
り
、
今
後
も
試
行
す
る
中
で
制
度
の
見
直

し
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

質
問　

市
民
の
市
政
満
足
度
は

　

答
弁　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
関
市
第
４
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
の

施
策
に
対
し
て
の
重
要
度
と
満
足
度
に
つ
い
て
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。「
重
要
度
は
高
い
が

満
足
度
は
低
い
」
分
野
は
、
行
財
政
運
営
や
市
民

意
見
の
反
映
な
ど
の
行
政
に
対
す
る
施
策
や
、
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
な
ど

の
福
祉
施
策
な
ど
で
す
。「
重
要
度
が
高
く
、
満

足
度
も
高
い
」
分
野
は
、
上
下
水
道
や
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
や
防
犯
・
防
災
な
ど
の
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
な
ど
で
す
。
今
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
は
毎
年
実
施
し
、
市
民
の
重
要
度
と

満
足
度
を
経
年
比
較
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
支
援

質
問　

病
児
・
病
後
児
保
育
所
の
開
設
は

　

答
弁　

平
成
25
年
４
月
開
設
を
目
途
に
、
中
濃

厚
生
病
院
内
に
病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
開
設
す

る
た
め
、
施
設
改
修
や
利
用
定
員
の
設
定
な
ど
の

協
議
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。
病
児
・
病
後
児
保

育
室
に
は
、
病
気
の
回
復
に
至
っ
て
い
な
い
児
童

を
お
預
か
り
で
き
る
よ
う
保
育
室
を
設
け
、
さ
ら

に
感
染
症
疾
病
の
児
童
も
お
預
か
り
で
き
る
よ
う

隔
離
し
た
部
屋
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

関
中
央
病
院
の
「
く
る
み
保
育
所
」
は
、
利
用
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
当
面
は
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
市
体
育
協
会

質
問　

独
立
し
た
今
後
は

　

答
弁　

一
般
財
団
法
人
関
市
体
育
協
会
は
広
く

ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
・
推
進
し
、
競
技
力
向
上
や
健

康
増
進
・
体
力
向
上
を
図
り
、
健
康
で
明
る
い
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
確
立
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
市
民
の
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
よ
う
「
市
民
一
人

１
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
標
と
し
て
お
り
、
こ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
に
も
、
関
市
体
育
協
会
と
の

連
携
は
大
切
で
あ
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら
い
く
つ

か
の
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
の
開
催
業
務
を
委
託
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策

質
問　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
置
状
況
は

　

答
弁　

現
在
市
内
に
は
、
10
箇
所
に
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
は
設
置
し
た
だ
け
で
は
交
通
規
制
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
が
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
来
年
度
以
降
も

設
置
が
有
効
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
地
域

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
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３
月
１
日
（
金
）
～
７
日
（
木
）
の
１
週
間
、

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ

な
い
」
を
統
一
標
語
に
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残
り
、
家
庭
や
職
場
で

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
で
火
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
、
ま
た
空
気
が
乾
燥
し
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火

の
用
心
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▽
防
炎
製
品　

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
。

▽
住
宅
用
消
火
器　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

▽
協
力
体
制　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
作
る
。

　

林
野
火
災
は
春
先
に
多
く
、
特
に
土
・
日

曜
日
を
中
心
に
発
生
し
、
出
火
原
因
の
多
く

は
「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」、「
た
ば
こ
」

な
ど
の
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

失
火
に
よ
る
林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
ラ
イ
ブ
で
入
山
す
る

方
は
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
が
発

令
さ
れ
て
い
る
時
は
、
思
い
が
け
な
い
飛
び

火
や
急
激
な
火
勢
の
拡
大
と
な
り
、
大
火
災

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
火
気
の
使
用
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

　

森
林
は
一
度
焼
失
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の

回
復
に
は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
を
要
し

ま
す
。
林
野
火
災
の
多
く
は
一
人
ひ
と
り
の

注
意
で
そ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
林
野
に
お
け
る
火
気
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

関
消
防
署

☎
23
ー
0
1
1
9

照
会
先

春
季
火
災
予
防
運
動

　情
報
発
信

質
問
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
新
を

　

答
弁　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
25
年
の
３
月

を
目
途
に
一
新
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
行
う
た
め
に
は

非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
新
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
公
開
ま
で
の
時
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
も

わ
か
り
や
す
く
て
使
い
や
す
い
も
の
に
再
構
築
す

る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 

審
議
の
結
果

◎
12
月
３
日
同
意
分
・
選
挙
分

▼
関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

新
任　

奥
村
陽
子
（
神
野
）
任
期
４
年

▼
関
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙　

委
員
４
人
、
補
充
員
４
人

▼
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

の
選
挙　

関
市
長　

尾
関
健
治

◎
12
月
11
日
承
認
分
・
可
決
分

▼
専
決
処
分
の
承
認
《
平
成
24
年
度
関
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）》
▼
関
市
総
合
福
祉
会

館
条
例
等
の
一
部
改
正

◎
12
月
21
日
可
決
分

▼
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
《
関
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
策
定
審
議
会
条
例
、
関
市
道
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
、
関
市
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め
に
特
定
道
路

が
満
た
す
べ
き
基
準
を
定
め
る
条
例
、
関
市
準
用

河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め

る
条
例
、
関
市
道
に
設
け
る
案
内
標
識
等
の
寸
法

を
定
め
る
条
例
、
関
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
条

例
、
関
市
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
、
関
市
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

基
準
に
関
す
る
条
例
》
▼
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
《
関
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
、
関
市
都
市
公
園
条
例
、
関
市
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
》
▼
関
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▼
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
《
関
市
国
民
健
康
保
険
津

保
川
診
療
所
及
び
関
市
国
民
健
康
保
険
上
之
保
出

張
診
療
所
、
ア
ピ
セ
・
関
及
び
関
市
勤
労
会
館
、

中
濃
公
設
地
方
卸
売
市
場
、
関
市
立
篠
田
桃
紅
美

術
空
間
》
▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
▼
平
成

24
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
▼

平
成
24
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
《
国
民
健
康
保

険
（
第
２
号
）、
下
水
道
（
第
２
号
）、
財
産
区
（
第

２
号
）、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
第
２
号
）、
農
業

集
落
排
水
事
業
（
第
２
号
）、
公
設
地
方
卸
売
市

場
事
業
（
第
１
号
）、
介
護
保
険
事
業
（
第
２
号
）、

簡
易
水
道
事
業
（
第
２
号
）、
有
線
放
送
事
業
（
第

１
号
）、
後
期
高
齢
者
医
療
（
第
２
号
）》
平
成
24

年
度
関
市
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
次
代
を
担
う
若
者
世
代
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

※
次
回
、
平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月

21
日
（
木
）
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局　

☎
23
―
９
０
６
８
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地
域
で
活
動
す
る
い
ろ
い
ろ
な
特
技
や
知

識
を
持
っ
た
人
た
ち
が
講
師
と
な
っ
て
「
学

び
」
を
提
供
し
ま
す
。
体
や
心
を
癒
す
講
座

や
体
験
講
座
、
子
ど
も
の
参
加
で
き
る
講
座

も
あ
り
ま
す
。
生
涯
学
習
に
触
れ
、知
っ
て
、

学
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
」

■
内
容

【
講
座
フ
ェ
ス
タ
in
わ
か
く
さ
】

▽
午
前
の
部
＝
10
時
～
11
時
30
分

▽
午
後
の
部
＝
13
時
～
14
時
30
分

　

※
下
表
の
と
お
り

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

▽
11
時
40
分
～
12
時　

虹
ヶ
丘
幼
稚
園

▽
12
時
～
12
時
30
分　

ス
タ
ジ
オ
ス
ク
エ
ア

に
よ
る
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

【
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
発
表
】

▽
14
時
45
分
～
15
時
30
分　

上
之
保
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
「
地
域

振
興
計
画
の
推
進
」

【
生
涯
学
習
施
設
紹
介
】

▽
10
時
～
15
時
30
分　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
7
7
7

　
6

　 

23
―
7
7
7 

8
）

【午前の部　10：00～11：30】

【午後の部　13：00～14：30】

※材料費は当日、直接講師にお支払いください。

講　座　名 講師〈敬称略〉 内　容 場所 費用 持ち物など 定員（人）

ちぎり絵入門 森　勲 和紙などを使って季節の色紙作り 2-1研修室 300
円

手拭き
タオル 20

似顔絵
〔子ども受講可〕 森　義兼 家族・友人の写真からマンガチックに似顔絵

を描きます。 ギャラリー 100
円 水彩用具 20

寄せ植え
〔子ども受講可〕

関寄せ植えサークル
加藤由美ほか 季節の花を寄せ植えします。 創作実習室 1,000

円 ― 30

やさしいゆる体操 武川喜美子
声を出しながらやさしく体をほぐします。ヨ
ガ、気功、呼吸法、ストレッチ、武術などの
エッセンスを取り入れて独自に開発されたやさ
しい体操です。心と体の若返りを目指します。

和室 ―
ヨガマット
またはバス
タオル

20

初めてのフラダンス
（5歳以上） 海江田麻紗子 ハワイの音楽に合わせフラダンスのステップ

を楽しみましょう。基本姿勢から学びます。 音楽室 ―

動きやすい服
装、タオル、
水分補給用の
飲み物

20

パッチワーク 大谷容子 マカロンのコインストラップ作り 3-1研修室 500
円 裁縫道具 15

講　座　名 講師〈敬称略〉 内　容 場所 費用 持ち物など 定員（人）

老若男女・誰もが
焼きペン画家
（子ども受講可）

原　康博
電熱ペンで木の板を焦がして、絵を描きま
す。絵の苦手な方は、見本の絵を利用して
デッサンできます。

2-1研修室 200
円 ― 20

フラワーアレンジメント
教室 永田美樹 誰もができるかわいいアレンジフラワーを作

ります。 ギャラリー 500
円

花切り
ばさみ 30

キラキラ
ペーパーウエイトつくり

（小学１年生以上）
河合延佳

石の上にイラストを描いたり、スプレーや飾
りをつけて使って楽しくなるペーパーウエイ
トを作ります。

創作実習室 ― 手のひら
サイズの石 30

ルーシー・ヨガ プラス
（子ども受講可） 清水純子

タイに古くから伝わる自己整体術のルーシー
ダットンをベースにヨガやピラティスを組み
合わせたエクササイズです。

和室 ―

ヨガマットま
たはバスタオ
ル、水分補給
用の飲み物

15

昔の遊びで遊ぼまえ
（子ども受講可）

（指導者）
横山兼勇ほか

数名の指導者と紙とんぼ、紙飛行機、カラク
リ遊びなどを身近にある材料で作って遊びま
す。

音楽室 ― ― 30

つるし飾り
（単品おひな様）

日比野信子
山下三枝子

女の子の成長を願って作り始めたといわれる
「つるし飾り」でうさぎのおひな様を作りま
す。

3-1研修室 500
円 ― 25

チラシを簡単に作るコツ。
（中学生以上、

ワードなどの基本ができる方）
松浦義満

うまくまとまらない、インパクトがないなど
の悩みを解決。コツをつかんで実践力アッ
プ。

パソコン
研修室 ― ― 20

～
知
っ
て
、
学
ん
で
、

自
分
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
～

関
市
生
涯
学
習
振
興
大
会
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　わが国の自殺者数は、平成10年以降毎年3万人を

超える状態が続いています。この数は、交通事故で亡

くなる人の約5倍にも相当するといわれています。

　自殺は個人の問題と思われがちですが、数々のサ

インを周囲に発しています。家族・友人・職場・地域み

んなでそのサインに少しでも早く気づき、苦しんでい

る人の心を受け止め、専門家への相談や専門医への

受診につなげることが大切です。

～かけがえのない命を大切に～

詳しくは、自殺対策推進室ホームページをご覧ください。http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/link/soudan.html

広報せき 2013.2.1

「イラスト：細川貂々」

自殺総合対策大綱より

◎自殺予防の３つのポイント

〔気づく〕

〔支える〕

〔つなぐ〕

周囲の人の悩みに気づき、耳を傾ける　

温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

専門家への相談につなぐ

回復への第一歩は、専門家への相談から始まります。
本人の悩みを理解している家族や友人などと協力して専門家への相談につなげましょう。

◆
日

　時　

３
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
午
後
１
時
開
場

◆
場

　所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

◆
対

　象　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
中
の
方

◆
定

　員　

３
５
０
人
（
申
し
込
み
不
要
、
先
着
順
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
０
１
１
１
）

　

あ
な
た
自
身
の
心
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
苦
し
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

精
神
科
医
と
し
て
の
臨
床
経
験
を
生
か
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
・
雑
誌
な

ど
各
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
香
山
リ
カ
さ
ん
を
招
き
、
肩
の
力
を

抜
い
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
コ
ツ
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

自
殺
予
防
講
演
会

　3月は

自殺対策
強化月間です！

講師

香山リカさん
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　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日

（土）・21日（日）に盛大に開催します。次の内容でパ

レードならびにあんどんみこしコンクールの出場者を募

集します。自治会や子ども会、事業所、同好会など、皆さ

ん奮ってご応募ください。

広報せき 2013.2.1

わかくさ・プラザ「学習情報館3階・研修室」

各20人（申し込み順）

手をつなぐ女たちの会会員、弁護士

無料 ※ただし、⑥参加の場合は500円

1月14日（月）までに住所、氏名、連絡先、職業を明記して下記までファクス

（FAX25-1489）または、はがき（〒501-3299 関郵便局留 手をつなぐ女たち

の会）

託児あり ※希望される方は1月10日（木）までに申し込みください。

手をつなぐ女たちの会（☎090-2181-1489）

4月20日（土）午後3時～（予定）
本町通り

2月21日（木）午後7時～8時30分
わかくさ・プラザ  「学習情報館 ・多目的ホール」

松
ま つ も と

本直
な お じ

司 さん（名古屋工業大学大学院教授）

300人（申し込み順）

① 景観について（仮称）

都市計画課景観係

② “関市の景観”に関するアンケート調査の結果報告 

4月20日（土）午後7時～
本町通り ( 審査会場＝本町２交差点 )
特等ほか多数の賞あり

2月28日（木）までに関市観光協会
（観光交流課内☎23―7704　 23―7741）

※申込書、詳細などは同協会まで

　なぜ今景観なのか、景観を創ることと皆さんの生活はどう係わるか、景観を取り巻く状況を
皆さんはどう感じているのか、景観を通してまちづくりをどう考えていかなければならない
のかなどを考えていきたいと思います。

〒501-3894　関市若草通３丁目１番地
（☎ 23-8121　 23-7746　  toshikeikaku@city.seki.lg.jp）

　平成24年11月に実施した“関市の景観”に関するアンケート調査の結果を報告します。

■ 日 　 時
■場 　 所

■ 日 　 時
■場 　 所
■　賞

パレードの部

日　時

場　所

講　師

定　員

内　容

 申 込 先

あんどんみこしコンクールの部

申 込 先

　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日

関まつりに関まつりに
しませんか参加しませんか参加

関市景観計画の市民講演会

住民による景観まちづくり 次の世代へ向けて住民による景観まちづくり 次の世代へ向けて

　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月20日

（土）・21日（日）に盛大に開催します。次の内容でパ

レードならびにあんどんみこしコンクールの出場者を募

集します。自治会や子ども会、事業所、同好会など、皆さ

ん奮ってご応募ください。
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照会先 氷見市観光協会　 0766-74-5250

　　　　　http://www.kitokitohimi.com/himiburi.html

　今冬、“食都”氷見がまるごとキトキト「ぶりづくし」。冬

の王者の旬の味を堪能できる「ひみぶり御膳」コースをはじめ、

参加各店で自慢のぶり料理が味わえます。また、フェア期間中、

参加店ならどこでも合わせて 3 回食事された方の中から抽選

で、食事券や特産品をプレゼント（例：参加宿泊施設で 1 泊 2

食＋参加飲食店で飲食⇒計 3 回）。「ひみ寒ぶり」をたっぷり

お楽しみください！

※参加店舗など、詳しくはホームページをご覧ください。

姉妹都市だより 氷見市から

ひみぶりフェア

50

期　間 平成 25 年 2 月 28 日（木）まで

　また、氷見市に宿泊された姉妹都市の皆様に氷見市の

特産品プレゼントキャンペーンも 3 月末まで引き続き実

施しています。関市民の皆さんのお越しをお待ちしてい

ます。

■
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
や
漏
水
に
注

　意
を

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
や
破
裂
の
可
能
性
が
非
常
に

高
く
な
る
た
め
、
普
段
使
用

し
て
い
な
い
蛇
口
な
ど
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

■
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

▽
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、
布

や
毛
布
な
ど
二
重
に
巻
い
て
ひ
も
で
縛

り
、
濡
れ
て
凍
ら
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
で
表
面
を
隙
間
な
く
下
の
方
か
ら

巻
き
上
げ
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
外
の
蛇
口
は
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
で
三
重
に
覆

っ
て
か
ら
ゴ
ム
バ
ン

ド
な
ど
で
止
め
て
、
冷

気
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

▽
無
理
に
蛇
口
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
水
道
管
な
ど
の
露
出
部
分
に
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
て
か
ら
、
ぬ

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

か
け
て
溶
か
し
ま
し

ょ
う
。
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な

ど
で
水
道
管
の
周
囲

を
温
め
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

▽
水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
、
ひ
び

割
れ
や
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
蛇
口
を
開
放
し
た
ま
ま
で
は
、
凍
結
が
溶

け
た
と
き
水
が
噴
き
出
し
て
し
ま
い
ま
す

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル
ブ
を

閉
め
て
、
破
裂
箇
所
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
つ
け
応
急
処
置
を
し
た
後
、
市
の

指
定
水
道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
最
寄
り
の
水
道
工
事
店
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、関
市
管
工
事
協
同
組
合（
☎

23
―
５
３
４
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他
の
注
意

▽
い
つ
も
冬
に
な
る
と
水
道
管
が
凍
結
す
る

ご
家
庭
は
、
給
水
装
置
の
防
寒
設
備
の
改

善
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り

の
市
指
定
水
道
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
中
高
層
ビ
ル
に
お
住

ま
い
の
方
で
水
道
管
の
凍
結
や
故
障
し
た

場
合
は
、
ビ
ル
を
管
理
さ
れ
て
い
る
方
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
止
水
栓
以
降
の

維
持
管
理
は
、
所
有
者
ま
た
は
管
理
人
が

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
）

水
道
課　

☎
23
ー
6
7
7
8

照
会
先
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企
画
展
「
刀
剣
い
ろ
は
―
ど
れ
も

同
じ
日
本
刀
、
何
が
違
う
？
―
」

■
会
期　

２
月
９
日（
土
）～
３
月
20
日（
水
・

祝
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
休
館

日
＝
月
曜
日
、
２
月
12
日
（
火
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
１
階
・
特
別
陳
列
室
」

■
内
容　

市
所
蔵
の
赤
羽
刀
を
展
示
し
、
刀

の
種
別
や
見
所
の
刃
文
な
ど
ポ
イ
ン
ト

を
取
り
上
げ
ま
す
。

■
入
場
料　

無
料

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

第
62
回
関
市
子
ど
も
美
術
展

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
絵
画

や
版
画
、
工
作
、
書
写
作
品
な
ど
の
力
作
を

展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
（
土
）
～
11
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

※
午
後
４
時
30
分
に
施
錠
し
ま
す
。

■
場
所　

関
市
文
化
会
館

■
入
場
料　

無
料

■
照
会
先　

ま
な
び
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
―
７

７
６
０
）

健
康
講
演
会

”次
晴
“流
さ
わ
や
か
健
康
術

■
日
時　

２
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３

時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」

■
講
師　

荻
原
次
晴
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ス
タ
ー
・
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
）

■
定
員　

１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

関
市
企
業
セ
ミ
ナ
ー

　

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
思
い
、
自
分
で
考
え
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
自
立
し
た
社
員
の
育
成

な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
22
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
テ
ー
マ

　「尽
生（
じ
ん
せ
い
）と
志
事（
し

ご
と
）」
～
す
べ
て
は
最
後
の
「
あ
り
が

と
う
」
の
た
め
に
～

■
講
師　

冨
安
徳
久
さ
ん
（
株
式
会
社
テ
ィ

ア
代
表
取
締
役
社
長
）

■
定
員　

３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

２
月
18
日
（
月
）
ま
で
に
商
工

課（
☎
23
―
６
７
５
２　

23
―
７
７
４
１
）

長
良
川
鉄
道
だ
よ
り

イ
ベ
ン
ト
列
車
情
報

【
う
な
釜
こ
た
つ
列
車
】

　

う
な
ぎ
釜
め
し
を
食
べ
な
が
ら
、
特
別
な

こ
た
つ
列
車
で
行
く
、
日
帰
り
温
泉
旅
行
で

す
。

■
開
催
日　

２
月
２
日
（
土
）・
６
日
（
水
）・

９
日
（
土
）・
13
日
（
水
）・
16
日
（
土
）

■
募
集
人
数　

各
日
16
人
（
最
少
催
行
人
数

10
人
）

■
会
費　

５
０
０
０
円
（
往
復
運
賃
、
食
事

代
、
入
浴
料
、
お
土
産
代
を
含
む
）

■
行
程　

関
駅
（
12
時
集
合
）、
関
～
み
な

み
子
宝
温
泉
（
12
時
20
分
～
13
時
16
分

解
散
）

※
参
加
者
に
は
、
長
良
川
鉄
道
を
１
日
中
自

由
に
乗
り
降
り
で
き
る
乗
車
証
を
お
渡

し
し
ま
す
。

■
照
会
先　

長
良
川
鉄
道
株
式
会
社
（
☎
23

―
３
９
２
１
）

せき・まちかど工房ギャラリー 午前10時〜午後5時

■照会先　せき・まちかど工房を
　　　　　支援する会

（本町商店街事務局内　☎24-8212）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く） 、
　　　　　休日の翌日（土・日・休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎23-7776

広報せき 2013.2.1

2月10日（日）〜2月17日（日）
関商工高校美術部作品展

関市子ども美術展
エントランスホール展

陶芸・トールペイント

蘭峰書道教室展

手編み・手芸教室展

きもの教室作品展

布遊び教室展

2月19日（火）〜3月1日（金）

2月3日（日）まで

2月12日（火）〜2月17日（日）

2月26日（火）〜3月3日（日）

2月5日（火）〜2月10日（日）

2月19日（火）〜2月24日（日）
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精
神
保
健
福
祉
講
演
会

　

１
０
０
人
に
１
人
が
患
う
と
い
わ
れ
、
今

や
四
大
疾
病
の
一
つ
で
あ
る
「
こ
こ
ろ
の
病
」

に
対
し
正
し
い
理
解
を
深
め
、
社
会
復
帰
に

つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
テ
ー
マ　
「
も
し
か
し
て
？
と
思
っ
た
ら

誰
か
に
話
そ
う
」
こ
こ
ろ
の
病

■
内
容　
【
第
１
部
】
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
「
ハ
ー

ト
を
つ
な
ご
う
、
若
者
の
こ
こ
ろ
の
病
」

「
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
回
復
を
目
指

そ
う
」【
第
２
部
】
講
演
会
「
こ
こ
ろ
の

病
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
～
よ
く
聞
い

て
よ
く
話
そ
う
～　

▽
講
師
＝
臼
井
潤

一
郎
さ
ん
（
医
療
法
人
清
仁
会
地
域
支

援
部
長
）

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ー
ム
わ
か
ば

（
☎
23
―
４
８
５
９
）

市
民
ス
キ
ー
大
会

■
期
日　

２
月
17
日
（
日
）

■
場
所　

ひ
る
が
の
高
原
ス
キ
ー
場
（
郡
上

市
）

■
受
付　

当
日
の
正
午
～
午
後
１
時
に
ス
キ

ー
場
内
「
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前
」

■
種
目　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

（
年
齢
別
・
男
女
別
）

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
照
会
先　

関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
野
倉

学　
（
☎
０
９
０
―
５
１
０
０
―
６
３
２

０
）

ス
キ
ー
教
室
（
バ
ス
ツ
ア
ー
）

■
日
時　

２
月
17
日
（
日
）
▽
午
前
６
時
市

役
所
集
合
出
発　

▽
午
後
７
時
ご
ろ
市

役
所
到
着
予
定

■
場
所　

ひ
る
が
の
高
原
ス
キ
ー
場
（
郡
上

市
）

■
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

■
定
員　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

大
人
５
０
０
０
円
、
小
学
生
以

下
３
０
０
０
円
（
リ
フ
ト
代
を
含
む
）

※
当
日
支
払
い

※
大
人
リ
フ
ト
券
不
要
の
場
合
は
２
０
０
０
円

※
ス
キ
ー
用
具
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
代
、
昼
食

代
は
別
途
自
己
負
担

■
申
込
先　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）
午
後
５

時
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―

７
７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）　

※
申

込
用
紙
は
当
課
に
あ
り
ま
す
。

市
民
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

■
日
時　

３
月
16
日（
土
）早
朝
～
17
日（
日
）

深
夜

■
行
き
先　

志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

■
宿
泊
先　

志
賀
高
原
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
テ
ル

■
参
加
費　

▽
中
学
生
以
上
＝
２
万
円　

▽

小
学
生
以
下
＝
１
万
９
０
０
０
円
（
１

泊
２
食
付
）

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
そ
の
他　

Ｓ
Ａ
Ｊ
指
導
員
に
よ
る
ス
キ
ー

講
習
会
も
行
い
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・

広
瀬
貴
久
（
☎
21
―
０
２
０
０
）

第
10
回
岐
阜
県
玉
入
れ
大
会

■
日
時　

２
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ「
総
合
体
育
館
」

■
競
技
方
法　

年
齢
な
ど
に
よ
る
各
ラ
ン
ク

に
合
わ
せ
た
高
さ
の
か
ご
に
、
１
０
１

個
の
玉
を
投
げ
入
れ
る
の
に
か
か
る
時

間
を
競
う
。

■
競
技
者　

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手
５

人
・
補
欠
１
人
（
監
督
を
含
む
））

※
監
督
は
成
人
と
し
、選
手
を
兼
ね
る
こ
と（
Ａ

ラ
ン
ク
児
童
チ
ー
ム
を
除
く
）
が
で
き
る
。

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

■
申
込
先　

２
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
本
町

プ
ラ
ッ
ツ
（
☎
23
―
２
２
４
０
）
ま
た

は
せ
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
理
事
長
・
坂

田
（
☎
23
―
０
９
３
３
）

な
る
ほ
ど
！
健
康
講
演
会

　

女
性
の
か
ら
だ
の
し
く
み
、
注
意
し
た
い

婦
人
科
の
疾
患
や
更
年
期
障
害
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

■
日
時　

３
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
～
３

時
30
分
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
テ
ー
マ　
「
女
性
の
健
康
づ
く
り
」

■
講
師　

加
藤
順
子
さ
ん
（
中
濃
厚
生
病
院

　

産
婦
人
科
医
師
）

■
場
所
・
申
込
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

2月20日（水）午後7時〜8時の部
　　　　　   午後8時〜9時の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
2月1日（金）〜17日（日）の
午前8時30分〜午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

2月7日（木）・21日（木）午後7時〜9時
※登録料200円が必要

2月23日（土）午後1時30分〜4時
※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ・スポーツ・ゲーム」

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.2.1
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市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

プ
チ
イ
ベ
ン
ト

【
樹
脂
粘
土
で
ク
ラ
フ
ト
体
験
】

　

樹
脂
粘
土
は
、
細
工
が
し
や
す
く
透
明
感

が
あ
り
、
半
永
久
的
に
色
や
形
が
変
わ
り
ま

せ
ん
。
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
（
赤
い
実
を
つ
け
る
木
）

を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

■
講
師　

牛
丸
里
子
さ
ん
（
樹
脂
粘
土
ク
ラ

フ
ト
講
師
）

■
場
所
・
申
込
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
―
７
７
７
２　

24
―
７
６
６
０
）

ま
ち
か
ど
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　

せ
き
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
案
内
で
、

市
内
を
歩
き
な
が
ら
、
昭
和
38
年
ご
ろ
の
地

図
を
も
と
に
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

２
月
24
日
（
日
）
小
雨
雪
決
行

■
集
合
時
刻
・
場
所　

午
前
８
時
30
分
ま
で

に
市
役
所
・
市
民
広
場

　

※
申
し
込
み
不
要

■
コ
ー
ス　

市
民
広
場
→
西
本
郷
通
り
→
な

す
び
橋
→
若
宮
町
→
貴
船
町
→
新
町
→

安
桜
ト
ン
ネ
ル
→
市
民
広
場　

※
正
午

ご
ろ
解
散

■
参
加
費　

無
料　

※
参
加
賞
あ
り

■
照
会
先　

せ
き
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
・
纐
纈

充
（
☎
０
９
０
―
４
７
９
７
―
３
６
１

１
）

岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

【
小
枝
で
絵
手
紙
を
描
こ
う
】

　
「
心
を
つ
な
ぐ
絵
手
紙
展
」
の
出
展
者
後

藤
登
志
子
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
、
絵
手
紙
を

描
き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▽
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

▽
参
加
費　
材
料
費
１
０
０
円
お
よ
び
入
館
料

【
古
文
書
入
門
（
４
）】

　

博
物
館
が
所
蔵
す
る
古
文
書
の
解
読
に
挑

戦
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時　

▽
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

▽
参
加
費　

入
館
料
（
連
続
講
座
の
た
め
、

初
回
の
み
必
要
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。（
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
場
所
・
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28

―
３
１
１
１　

28
―
３
１
１
０
）

水
中
運
動
教
室

■
日
時　

２
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
場
所　

武
芸
川
健
康
プ
ー
ル

■
内
容　

簡
単
な
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
や
水
中
ウ

オ
ー
キ
ン
グ

■
対
象　

市
内
在
住
の
70
歳
未
満
の
方

■
定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）　

■
持
ち
物　
水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
水
着
・
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
は
無
料
で
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
参
加
費　

プ
ー
ル
利
用
料
と
し
て　

▽
65

歳
未
満
の
方
＝
４
０
０
円　

▽
65
歳
以

上
の
方
＝
１
０
０
円

■
申
込
先　

武
芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
46

―
２
８
９
９
）

難
病
ふ
れ
あ
い
教
室

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン
病
の
方
の
就

労
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

３
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
第
３
～
４
会
議
室

■
講
師　

荒
木
寛
司
さ
ん
（
岐
阜
大
学
医
学

部
附
属
病
院
）、
西
田
博
樹
さ
ん
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
岐
阜
）

■
参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

■
照
会
先　

難
病
生
き
が
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎

０
５
８
―
２
５
２
―
３
５
６

７
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.2.1

3日（日）
午前９時～正午

市民課、国保年金課、
生活環境課
に係る手続き

■照会先
　市民課　☎23-7700

3月の
市役所休日窓口開設
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「
日
本
刀
入
門
」
講
座

　

日
本
刀
の
歴
史
や
魅
力
に
つ
い
て
、
や
さ

し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

■
日
時
・
内
容　

▽
１
日
目
＝
２
月
24
日
（
日
）「
日
本
刀
に

つ
い
て
」
愛
刀
会

▽
２
日
目
＝
３
月
３
日
（
日
）「
日
本
刀
の

作
刀
に
つ
い
て
」（
古
式
日
本
刀
鍛
錬
の

実
演
見
学
）
刀
匠
会　

▽
３
日
目
＝
３
月
10
日
（
日
）「
日
本
刀
の

研
磨
・
外
装
に
つ
い
て
」
技
能
会

▽
４
日
目
＝
３
月
17
日
（
日
）「
日
本
刀
鑑

定
入
門
講
座
」
技
能
会

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

関
刃
物
会
館
ほ
か

■
受
講
資
格　

高
校
生
以
上
で
日
本
刀
に
興

味
が
あ
る
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
主
催　

関
伝
日
本
刀
鍛
錬
技
術
保
存
会

■
申
込
・
照
会
先　

２
月
１
日
（
金
）
か
ら

電
話
で
文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

中
濃
調
理
師
会
料
理
教
室

■
日
時　

２
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
料
理
実
習
室
」

■
メ
ニ
ュ
ー　
「
家
庭
で
作
れ
る
和
菓
子
」

ど
ら
焼
き
、
さ
く
ら
餅

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

１
５
０
０
円

■
申
込
先　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
は
が
き
ま
た
は
電
話
で
中
濃
調

理
師
会
事
務
局
（
美
濃
市
生
櫛
１
６
１

２
―
２　

関
保
健
所
内
☎
33
―
４
０
１

１
内
線
３
６
４
）

げ
ん
き
ら
ん
ど
（
２
歳
児
）

～
歯
み
が
き
教
室
～

■
日
時　

３
月
14
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分

～
11
時
（
受
付
＝
午
前
９
時
20
分
～
９

時
30
分
）

■
場
所　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

む
し
歯
菌
を
見
て
み
よ
う
、
む
し

歯
菌
の
数
を
調
べ
よ
う
、
歯
み
が
き
指
導

■
対
象　

平
成
22
年
12
月
～
平
成
23
年
１
月

生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

母
子
健
康
手
帳
（
お
口
の
健
康
ノ
ー
ト

の
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

　

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

こ
こ
ろ
の
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ 
講
座

■
日
時
・
内
容

◇
２
月
28
日
（
木
）
▽
午
後
１
時
～
２
時
40

分
＝
①
Ｄ
Ｖ
・
ト
ラ
ウ
マ
を
理
解
す
る

▽
午
後
２
時
50
分
～
４
時
30
分
＝
②
ト

ラ
ウ
マ
に
対
応
す
る
ツ
ー
ル

◇
３
月
７
日
（
木
）
▽
午
後
１
時
～
２
時
40

分
＝
③
「
世
間
の
枠
」
と
私
ら
し
さ　

▽
午
後
２
時
50
分
～
４
時
30
分
＝
④
育

っ
た
環
境
・
子
ど
も
へ
の
暴
力
の
影
響

◇
３
月
14
日
（
木
）
▽
午
後
１
時
～
２
時
40

分
＝
⑤
自
尊
心
が
あ
な
た
を
救
う　

▽

午
後
２
時
50
分
～
４
時
30
分
＝
⑥
ア
ロ

マ
で
癒
し
、
ク
リ
ー
ム
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
会
議
室
」

■
定
員　

各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
講
師　

手
を
つ
な
ぐ
女
た
ち
の
会
会
員

■
受
講
料　

無
料　

※
た
だ
し
、
⑥
参
加
の

場
合
は
５
０
０
円

■
申
込
方
法　

２
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
職
業
を
明
記
し

て
フ
ァ
ク
ス
（

25
―
１
４
８
９
）
ま
た

は
、
は
が
き
（
〒
５
０
１
―
３
２
９
９

関
郵
便
局
留　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
手
を
つ
な

ぐ
女
た
ち
の
会
）
ま
た
は
メ
ー
ル
（info@

tetsunagu.net

）

■
そ
の
他　

託
児
あ
り　

※
希
望
の
方
は
、

２
月
21
日
（
木
）
ま
で
に
連
絡

■
照
会
先　

手
を
つ
な
ぐ
女
た
ち
の
会
（
☎

０
９
０
―
２
１
８
１
―
１
４
８
９
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.2.1

納付期限： 2月28日 ( 木 )

月2
固定資産税・都市計画税

国民健康保険税・保育料

住宅使用料・介護保険料

後期高齢者医療保険料

税・料の納付
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市
営
住
宅
入
居
者
（
定
期
）

【
公
営
住
宅
】

洞
戸
菅
谷

武
芸
川
宇
多
院

武
芸
川
小
知
野

北

天

神

岩

下

東
山
３
丁
目

住
宅
名

3
L
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K
間
取

1 

5
，1
0
0
円
～

1 

7
，6
0
0
円
～

1 

1
，4
0
0
円
～

1 

7
，4
0
0
円
～

1 

6
，9
0
0
円
～

1 

9
，8
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 1 2 1 1 1 戸
数

■
収
入
基
準　

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８

０
０
０
円
以
下　

▽
高
齢
者
お
よ
び
障

が
い
者
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０
０
０
円

以
下　

▽
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０
０
０
円
以
下

■
入
居
資
格　

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
の

あ
る
方　

▽
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

▽
収
入
基
準
以
内
の
方　

▽
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
申
込
期
間　

２
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

■
入
居
予
定
日　

３
月
21
日
（
木
）

■
選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

■
申
込
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
８
１
２

１
） 

な
ら
び
に
募
集
住
宅
が
所
在
す
る
地

域
事
務
所　

※
申
込
用
紙
や
収
入
基
準
、

家
賃
な
ど
の
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

関
市
景
観
計
画
策
定

審
議
会
委
員

　

景
観
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
審
議

会
を
設
置
し
ま
す
。
市
民
の
方
の
ご
意
見
を

幅
広
く
取
り
入
れ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

６
人
程
度

■
対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
20
歳
以
上
で
、
平
日
の
会
議
に
出
席

で
き
る
方

■
任
期　

２
年

■
報
酬　

審
議
会
開
催
１
回
に
つ
き
６
５
０

０
円

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
テ
ー
マ
に
よ

る
意
見
（
８
０
０
字
以
内
、
任
意
様
式
）

を
都
市
計
画
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
メ

ー
ル
可
）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
テ
ー
マ
「
関
市
の
景
観
に
関
す
る
意

見
」

※
申
込
用
紙
は
、
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
応
募
期
限　

２
月
20
日
（
水
）（
必
着
）

■
選
考
方
法　

書
類
に
よ
り
選
考
（
結
果
は

本
人
に
通
知
し
ま
す
）

■
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
８
１
２

１　

23
―
７
７
４
６

　

toshikeikaku@
city.lg.jp

）

小
中
学
校
の
講
師
の
登
録

　

市
内
小
中
学
校
で
児
童
生
徒
の
指
導
に
あ

た
る
「
わ
か
あ
ゆ
プ
ラ
ン
講
師
」
お
よ
び
他

の
常
勤
・
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

わ
か
あ
ゆ
プ
ラ
ン
講
師
は
、
２
月
中
旬
に
採

用
面
接
を
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
他
の
講
師
を
希
望
の
方
は
、

２
月
中
に
登
録
願
い
ま
す
。

■
登
録
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

８
１
２
４　

23
―
７
７
４
７
）

臨
時
職
員
（
看
護
師
）

■
勤
務
場
所　

▽
関
市
国
民
健
康
保
険
洞
戸

診
療
所
（
洞
戸
通
元
寺
１
７
２
―
２
）　

▽
同
板
取
診
療
所
（
板
取
６
５
０
３
）

■
募
集
人
数　

各
診
療
所
１
人

■
勤
務
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
（
６

カ
月
更
新
）

■
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

■
資
格　

昭
和
29
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ

の
方
で
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に

よ
る
看
護
師
ま
た
は
保
健
師
有
資
格
者

■
賃
金　

時
給
１
１
６
０
円

■
申
込
・
照
会
先　

国
保
年
金
課
（
☎
23
―

６
７
２
９　

23
―
７
７
３
９
）

軟
式
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

　

関
市
軟
式
野
球
連
盟
で
は
、
天
皇
杯
や
高

松
宮
杯
、
国
体
、
東
日
本
・
中
部
日
本
・
県

下
新
人
戦
な
ど
の
大
会
へ
参
加
す
る
チ
ー
ム

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
審
判
員
も
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。（
初
心
者
可
）

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
軟
式
野
球
連
盟
事

務
局
・
兼
松
静
男
（
☎
22
―
４
９
３
２
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.2.1
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平
成
25
年
度
か
ら

関
市
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
奨
励
金
交
付
基
準
額
を

改
正
し
ま
す

　

市
で
は
、
自
治
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
と

の
連
携
を
図
る
た
め
に
、
自
治
会
に
対
し
て

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
が
今
年
１
月
か
ら
月
１
回
の
発
行

に
変
更
し
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
平
成
25
年

度
か
ら
、
交
付
基
準
額
を
次
の
と
お
り
改
正

し
ま
す
。

■
照
会
先　

市
民
協
働
課
（
☎
23
―
７
７
１

１　

23
―
７
７
４
４
）

区　分 平成 24年度 平成 25 年度

均　等　割 20,000 円 5,000 円

世　帯　割 1,500円／世帯 2,750円／世帯

広報配布割 800 円／世帯
（世帯割へ）

―

ご み 対 策
協　力　割 300 円／世帯

（世帯割へ）

―

国
民
健
康
保
険
事
業
説
明
会

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
、
地
域
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

武
芸
川

旭
ヶ
丘
、
桜
ヶ

丘
、
富
岡
、

田
原
、
富
野

上
之
保

千
疋
、
小
金

田
、
保
戸
島

武
儀

安
桜
、
倉
知
、

下
有
知
、

瀬
尻
、
広
見

板
取

洞
戸 対

象
支
部

３
月
５
日

（
火
）

２
月
28
日

（
木
）

２
月
26
日

（
火
）

２
月
22
日

（
金
）

２
月
21
日

（
木
）

２
月
19
日

（
火
）

２
月
14
日

（
木
）

２
月
12
日

（
火
）

期
　
日

武
芸
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

上
之
保
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

西
部
地
区
公
民
館

武
儀
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

板
取
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

洞
戸
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー 場

　
所

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
８
時

■
照
会
先　

国
保
年
金
課
（
☎
23
―
６
７
２

９　

23
―
７
７
３
９
）

市
役
所
臨
時
職
員

―
希
望
さ
れ
る
方
は
登
録
を
―

　

市
で
は
、
各
職
場
で
臨
時
職
員
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
、
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
中
か

ら
選
考
し
て
雇
用
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
な

ど
で
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
方
法
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
た

め
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
方
の
登
録
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
登
録
方
法　
「
登
録
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
、
押
印
の
上
、
顔
写
真
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
程
度
）
を
添
付
し
て
、

職
員
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
職
員
課
に
あ
り
ま
す
。

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
帳
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
時
期　

随
時

■
雇
用
方
法　

臨
時
職
員
の
必
要
な
業
務
の

発
生
→
登
録
者
の
資
格
や
職
歴
な
ど
に

よ
り
選
考
→
登
録
者
本
人
の
意
向
確
認

（
電
話
・
面
接
な
ど
）
→
雇
用
決
定

※
登
録
制
の
た
め
、
登
録
さ
れ
た
方
全
員
が

雇
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

職
員
課
（
☎
23
―
９
２
１
４　

23
―
７
７
４
４
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

工
業
統
計
調
査
お
よ
び
岐
阜
県
輸
出
関
係

調
査
の
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
や
企
業
・
大
学
で
の
研
究
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
経
済
産
業
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
eti.go.jp/s

tatistics/tyo/kougyo/
）
で
公
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

■
照
会
先　

企
画
政
策
課
（
☎
23
―
６
８
７

６　

23
―
７
７
４
４
）

関市の人口（1月1日現在）

 92,877人  （－ 72 人）
男 45,330 人　（－ 47 人）

女 47,547 人　（－ 25 人）

世帯数 34,075 世帯（－ 16 世帯）
※（　）は前月比

広報せき 2013.2.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金

　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ

て
、
県
か
ら
犯
罪
被
害
遺
児
に
対
し
て
激
励

金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

５
月
５
日
現
在
県
内
に
居
住

し
、
犯
罪
被
害
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生

計
を
共
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
ま

た
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ

た
方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お

よ
び
高
等
学
校
等
在
学
中
で
満
20
歳
未

満
の
方

※
犯
罪
被
害
と
は
、殺
人
や
傷
害
致
死
な
ど
、

故
意
の
犯
罪
行
為
（
人
の
生
命
ま
た
は

身
体
を
害
す
る
行
為
）
に
よ
り
害
を
被

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
国
の
犯
罪
被
害
給
付
金
制
度
で
、
遺
族
給

付
金
の
支
給
裁
定
が
必
要
で
す
。

※
犯
罪
被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組

を
し
た
方
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再

婚
し
生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た

方
は
除
き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額（
１
人
あ
た
り
）　

▽
小
学
生

以
下
＝
１
万
５
０
０
０
円　

▽
中
学
生

＝
２
万
円　

▽
高
校
生
＝
２
万
５
０
０

０
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中
（
20
歳

未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
限　

３
月
13
日
（
水
）

※
申
込
期
限
以
降
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た

方
は
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
３
４

９　

23
―
７
７
４
８
）

交
通
遺
児
激
励
金

　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ

て
、
県
か
ら
交
通
遺
児
に
対
し
て
激
励
金
が

贈
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

５
月
５
日
現
在
県
内
に
居
住

し
、
交
通
事
故
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生

計
を
共
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
ま

た
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ

た
方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お

よ
び
高
等
学
校
等
在
学
中
で
満
20
歳
未

満
の
方

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組
を
し

た
方
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚
し

生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
は

除
き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額（
１
人
あ
た
り
）　

▽
小
学
生

以
下
＝
１
万
５
０
０
０
円　

▽
中
学
生

＝
２
万
円　

▽
高
校
生
＝
２
万
５
０
０

０
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中
（
20
歳

未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
限　

３
月
13
日
（
水
）

※
申
込
期
限
以
降
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た

方
は
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

利
用
で
き
る
病
児
・
病
後
児

保
育
室
が
増
え
ま
し
た

　

坂
祝
町
と
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
広

域
利
用
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
次
の
要
領
で

利
用
で
き
ま
す
。

■
施
設
名　

病
児
・
病
後
児
保
育
室
「
と
ま

と
託
児
所
」

■
場
所　

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
坂
祝

生
楽
館
内
（
加
茂
郡
坂
祝
町
黒
岩
３
８

６
―
１
）

■
利
用
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
～

午
後
６
時

■
対
象
児
童　

市
内
在
住
の
１
歳
６
カ
月
～

小
学
３
年
生

■
利
用
料
金　

１
人
１
日
あ
た
り
２
０
０
０
円

■
申
込
先　

事
前
に
坂
祝
町
教
育
委
員
会
こ

ど
も
課
へ
登
録
し
、
病
児
・
病
後
児
保

育
室
「
と
ま
と
託
児
所
」
へ
電
話
（
☎

０
５
７
４
―
25
―
１
１
２
３
）

■
照
会
先　

坂
祝
町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
課

（
☎
０
５
７
４
―
26
―
７
１
５
１
）、
子

ど
も
家
庭
課
（
☎
23
―
７
７
３
８
）

※
す
で
に
利
用
可
能
な
施
設
は
、
広
報
せ
き

８
月
１
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

創
作
音
楽
劇「
ふ
る
さ
と
の
昔
話
」

合
唱
メ
ン
バ
ー

　

12
月
８
日
（
日
）
に
関
市
文
化
会
館
・

大
ホ
ー
ル
で
上
演
す
る
音
楽
劇
の
合
唱

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
経
験
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
練
習
日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日　

午

後
７
～
９
時
（
５
月
下
旬
か
ら
）

　

※
い
ず
れ
か
1
日
の
参
加
も
可

◆
練
習
場
所　

市
内
の
会
場
を
予
定

◆
会
費　

月
１
０
０
０
円
（
初
回
の
み

２
０
０
０
円
）
※
高
校
生
以
下
半
額

◆
申
込
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
24
―

７
７
７
２
）に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
。

◆
照
会
先　

関
音
楽
劇
の
会
・
佐
藤（
☎

24
―
１
８
３
３
）ま
た
は
桜
田（
☎

０
９
０
―
９
１
７
３
―
６
５
０
１
）

「
市
民
掲
示
板
」は
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん

へ
お
知
ら
せ
す
る
催
事
案
内
や
、募
集

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。営
業
・
政
治
・
宗

教
活
動
に
つ
い
て
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

掲
載
団
体
や
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
制

限
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
・
照
会
先　

秘
書
広
報
課（
☎
23

　

―
６
８
０
６
）

会員
募集

広報せき 2013.2.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 188 円 84 円

大根 １本 168 円 56 円

牛肉（ロース） スライス 100 ㌘ 739 円 △ 19 円

牛乳 紙パック１㍑ 188 円 3円

食パン スライス１斤 143 円 △ 2円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 344 円 45 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,320 円 10 円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:1 月 5日）（価格は消費税込み）△印＝マイナス

1 月の平均小売価格
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関
市
選
挙
管
理
委
員
を
選
出

　

平
成
24
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
４
人
の
選
挙
管
理
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、選
挙
管
理
委
員
会
会
議
に
て
、

次
の
方
が
委
員
長
お
よ
び
同
職
務
代
理
者
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
委
員
長　

安
田
勇
さ
ん

▽
同
職
務
代
理
者　

亀
山
静
子
さ
ん

▽
委
員　

酒
井
い
つ
子
さ
ん
、
長
屋
政
明
さ
ん

■
任
期　

平
成
28
年
12
月
18
日
ま
で

■
照
会
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

　

23
―
６
８
０
３　

23
―
１
６
０
０
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

３
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
満
20
歳
以

上
の
人
で
、
関
市
に
住
民
登
録
を
し
て
か
ら

３
カ
月
以
上
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方

を
、
３
月
２
日
に
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方

の
名
簿
の
縦
覧
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
期
間　

３
月
３
日
（
日
）
～
７
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所　

市
役
所
５
階
・
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局
（
総
務
管
財
課
内
）
※
３
日
（
日
）

　

は
、
市
役
所
１
階
・
守
衛
室

■
照
会
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

　

23
―
６
８
０
３　

23
―
１
６
０
０
）

中
濃
駅
伝
大
会
に
ご
協
力
を

　

２
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
40
分
ご
ろ
か

ら
10
時
40
分
ご
ろ
ま
で
、
選
手
が
市
内
の
道

路
を
通
過
し
ま
す
の
で
、
ご
声
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
内
通
過
区
間　

下
有
知
追
分
～
関
有
知

高
校
～
関
市
役
所
～
宮
地
町
交
差
点
付

近
～
Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
富
岡
支
店

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

あ
な
た
の
年
金
記
録
ご
確
認
を

　

１
月
末
か
ら
、
気
に
な
る
ね
ん
き
ん
記
録

再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
あ
な
た
の
気
に
な

る
年
金
記
録
も
う
一
度
ご
確
認
を
。」
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向
け
、
こ
れ
ま

で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
な
ど
を
送
り
、
ご

確
認
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ま
だ
約
２
２
０
０
万
件
の
持
ち
主
が
確
認

で
き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
方
は
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

美
濃
加
茂
年
金
事
務
所
（
☎
０

５
７
４
―
25
―
８
１
８
１
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

篠田かずゑさん藤田すゞゑさん

　1月で100歳の誕生日を迎えられた藤田すゞゑさん（洞戸通元寺）と篠田かず

ゑさん（観音前）に、関市からお祝い金が贈呈されました。お二人とも、規則正

しい生活を送られ、手を動かして仕事をすること、腹八分目で好き嫌いなく何で

も食べることが長寿の秘訣とのことです。家族や親戚の方に囲まれて、とても明

るい笑顔を見せていました。いつまでもお元気で。

照会先　高齢福祉課　☎２３－７７３０

広報せき 2013.2.1

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 2月号

岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

放送時間
毎週金曜日

午前9時～

毎月第1・3水曜日

午前9時40分

放送内容

月  ・ 金 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：

午前10時30分〜10時45分
午前8時〜8時15分
午後8時15分〜8時30分
午後3時30分〜3時45分
午後7時45分〜8時
午前9時30分〜9時45分

板取・武芸川・上之保地域にある3箇所の温
泉施設のお得な楽しみ方を紹介します。

「冬は天然温泉でゆっくりのんびり」

2/  1：関市観光物産展in東京都庁
2/  8：関市子ども美術展
2/15：関市景観計画市民講演会
2/22：講座フェスタinわかくさ

2/  6：関市観光物産展in東京都庁
2/20：講座フェスタinわかくさ

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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2月22日（金）
午前10時～11時30分

2月20日（水）
午後1時～2時30分

2月15日（金）
午後2～3時30分

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・ギャラリー」

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・ギャラリー」

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・ギャラリー」

30人　※申し込み順 30人　※申し込み順20人　※申し込み順

映画の台詞に心を動かされ「字

幕なしで映画を観たい」と思った

ことはありませんか。この講座で

は映画を教材として、英語とその

背景にある文化について学びま

す。映画が好きで、もう一度英

語に挑戦したい人を歓迎します。

日本一の生産量を誇る関市の刃物

産業。包丁、はさみなどの生産量

は全国シェアのどれくらいを占めて

いるでしょう。刃物産業の歴史や

現状を学び、自分の住んでいるま

ちの地場産業について理解を深め

ます。

関音訳の会しおん

①音訳の為のウオーミングアップ、

②簡単な文を読もう、③ゲームで

脳を活性化、３つのステップで、

アナウンサーのような音読の仕方

を体験します。

声に出して読んでみよう part2
  ～音読で脳を活性化！！～

映画で学ぶ英語表現関市の刃物産業

日　時
日　時日　時

場　所
場　所場　所

内　容内　容
内　容

定　員 定　員定　員

網野千代美さん
（中部学院大学経営学部教授）

講　師

講　師

小椋かおりさん
（関市商工課係長）

講　師

24-2525

桜本町2 丁目
2 月の休館日 4日(月)、12日(火)、18日(月)、25日(月)

2月の主な行事

※行事・日時など一部変更されることがあります。

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

2日(土) 市民ロビー
アフタヌーンコンサート
グループ風歌　ヘルマンハープ

午前11時

3日(日) 大ホール
関市文化協会40周年記念事業
能・狂言公演

午後1時

7日(木) 小ホール
中濃労働基準協会
労務管理セミナー

午後1時30分

9日（土）～
11日（月・祝）

第2～6会議室
第1～3個展室

関市まなびセンター
第62回関市子ども美術展

午前9時30分

10 日（日） 大ホール
さくらウィンドオーケストラ
第3回定期演奏会

午後1時30分

21日（木）～
24日（日）

第2～4会議室
関中印社
第12回関中篆刻・篆書展

午前10時

28日（木）～
3月3日（日）

第1～3個展室
ふれあい関教室
パッチワークキルト作品展

午前9時

24-2529

若草通2 丁目 5日～8日は蔵書点検のため休館します。本の返却はブックポストにお願いします。

2 月の休館日 4日（月）、5日（火）～8日（金）、12日（火）、18日（月）、25日（月）

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：2日・9日・16日・ 23日　いずれも午後2時～3時／読み手：おはなし広場「どんぐり」
日曜日：3日・10日・17日・24日　いずれも午後2時～3時／読み手：かみふうせん
木曜日：21日　午前10時30分～11時／読み手：てくてく

場　所

日　時

お申し込みは、図書館カウンターまたは電話、FAXにてお待ちしています。

図書館イベントは“参加無料”です。図書館イベント参加者募集

2月の
おはなし会

2月の
おはなし会

市民の劇場「映画」

ロ
ラ
ッ
ク
ス
お
じ
さ
ん
の

秘
密
の
種

北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち

（
開
演 

午
後
1
時
）

（
開
演 

午
後
3
時
）

2月23日（土）
武芸川生涯学習センター

全自由席　各500円（税込）

※3歳以上有料、完全入替制

2月 1日（金）
販売開始

広報せき 2013.2.1
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心の健康相談

献血にご協力を

2 月 8 日（金）

2 月 10 日（日）

2 月 12 日（火）

2 月 13 日（水）

3 月 5 日（火）

― 献血すませ笑顔で挨拶　またするね。―

◆関商工高等学校（桐ヶ丘）
　10:30 ～ 14:00

◆バロー関ひがし店（市平賀）
　9:00 ～ 16:00

◆バロー関緑ヶ丘店（緑ヶ丘）
　9:30 ～ 12:00、13:30 ～ 16:00

◆関信用金庫本店（東貸上）
　9:00 ～ 12:00

◆関市役所（若草通）
　9:30 ～ 12:00、13:30 ～ 16:00

◆めぐみの農業協同組合本店（若草通）
　13:30 ～ 16:30

成人健康相談

●日 時・ 場 所　2 月 12 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
＝関市保健センター

●相談員　専門医師、保健師
●予約先　関市保健センター、
　　　　   関保健所健康増進課（☎ 33-4011）

●日 時　2 月 22 日（金）午前 9 時～ 10 時 30 分
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、

保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要）

●場所・照会先　関市保健センター

※ 3 日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は採血
できません。ご注意ください。

健
康
情
報

H
e

a
lt

h
 
In

f
o

r
m

a
t

io
n

▼母子健康手帳をお持ちください。▼乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどでお悩みの方
ご相談ください。

2 月の妊婦教室・乳幼児相談

種  別 場所（対象地域） 日 受付時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター 毎週
（火） 10:30 ～ 11:15 母子健康手帳の交付

妊婦健診受診券の交付
妊娠中の健康についての話その他

保健センター 予約制

プレママ♡
クッキング

関市保健センター
（全地域）

18 日
（月） 9:30 ～ 13:00 妊婦さんの食事と栄養（講話、調理実習）

すこやか相談
関市保健センター
（全地域）

12 日
（火） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談（予約が必要）

子どもの心の
相談

20 日
( 水 ) 9:00 ～ 心理相談員によることばやこころの相談

（前日までに予約が必要）

乳幼児
健康相談

洞戸保健センター
（洞戸）

13 日
（水） 9:30 ～ 11:00

身体計測
保健師、栄養士による育児相談

（予約不要）

板取保健センター
（板取）

15 日
（金） 9:30 ～ 11:00

関市保健センター
（関）

25 日
（月） 9:00 ～ 10:00 

武芸川保健センター
（武芸川）

26 日
（火） 13:00 ～ 15:00

日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

2/3 早 川 医 院（ 元 重 町 ☎ 22-2138）沢 歯 科 医 院（ 西 神 野 ☎ 29-0232）

10 大 高 ク リ ニ ッ ク（ 倉 知 ☎ 25-6886）柴 田 歯 科 医 院（ 桜ヶ丘 1 丁目 ☎ 24-2188）

11 岡 田 医 院（ 本 町 5 丁 目 ☎ 22-2078）下 有 知 歯 科 診 療 所（ 下 有 知 ☎ 22-7070）

17 あ ず ま 整 形 外 科（ 上 白 金 ☎ 28-6811）谷 向 歯 科 医 院（ 下 有 知 ☎ 23-9288）

24 下 條 内 科 ク リ ニ ッ ク（ 仲 町 ☎ 22-5898）千 疋 歯 科（ 千 疋 ☎ 28-5500）

3/3 兼村こどもクリニック（ 東 貸 上 ☎ 25-0611）長 尾 歯 科 医 院（ 下 之 保 ☎ 49-2100）

10 こ が ね だ 診 療 所（ 上 白 金 ☎ 28-6366）中 島 歯 科 医 院（ 西 木 戸 町 ☎ 23-8020）

2
月
の
休
日
診
療
当
番

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）
　岐阜県広域災害救急医療情報システム　（インターネット）http://www.qq.pref.gifu.lg..jp/ （ｉモード）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/i/ 

関市保健センター
☎ 24-0111

照会先

武芸川保健センター
☎ 46-2899

洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020
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日 関　地　区 武芸川地区

2/2 沼 田 水 道 設 備（ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 0 1 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

3 三 和 住 宅 設 備（ 倉 知 ☎ 2 4 - 0 8 8 5 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

9 兼 松 工 業（ 本 郷 町 ☎ 2 2 - 7 0 6 5 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

10 マ エ ノ 設 備（ 池 尻 ☎ 2 2 - 8 2 3 0 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

11 杉 本 管 工（ 東 志 摩 ☎ 2 2 - 8 2 6 7 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

16 小 沢 設 備 工 業（ 上 白 金 ☎ 2 8 - 2 0 8 0 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

17 兼 松 管 工（ 小 野 ☎ 2 9 - 0 0 9 0 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

23 オ ザ キ（ 小 瀬 ☎ 2 3 - 1 3 7 2 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

24 波 多 野 設 備（ 東 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 6 7 6 5 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

3/2 丸 長 設 備 工 業（ 上 白 金 ☎ 2 8 - 3 2 4 3 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

3 山 田 設 備 工 業（ 下 白 金 ☎ 2 8 - 5 9 7 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

9 ア テ イ ン ム ラ イ（ 春 里 町 2 丁 目 ☎ 2 2 - 9 4 3 2 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

10 シ ン エ イ 設 備（ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 1 7 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

2/2 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

3 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）山 中 工 務 店（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-1510）

9 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

10 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

11 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

16 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

17 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

23 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

24 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）松波水道ポンプ工業所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

3/2 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

3 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

9 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

10 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）山 中 工 務 店（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-1510）

2 月の水道当番

2月の
無料

相談室

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）

　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）

　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）

●結婚相談（☎23-7776）

　 ▼  1日（金）・15日（金）午後1時～3時30分

　　 9日（土）午前9時～11時

　　学習情報館2階　2-1研修室

　 ▼  1日（金）午後1時～3時30分

　　洞戸生涯学習センターおよび武儀生涯学習センター

●高齢者相談（中央☎25-2988、東☎49-2122、西☎0581-58-2711）

　月～金曜日　午前9時～午後5時

　中央・東・西の各地域包括支援センター

●福祉総合相談（☎22-0372）

　各日とも午後1時30分～3時30分

　洞戸　 8日（金）  武芸川　19日（火）

　板取　 7日（木）　上之保　26日（火）

　武儀　15日（金）

　関 　毎週土・日曜日総合福祉会館1階　1-1相談室

●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）

　5日（火）午後1時～4時

　総合福祉会館1階　1-1相談室

●臨床心理士によるこころの健康相談（☎21-5566）

　18日（月）午後2時～、3時～、4時～（1日3人まで）

　かざぐるまサポートセンター（稲口）（予約が必要）

●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）

　17日（日）午前10時～正午

　6日（水）・20日（水）午後1時～3時

　総合福祉会館1階　生活訓練室

●家庭児童相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　家庭児童相談室

●母子・女性相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　児童母子福祉センター

●まちの保健室（☎24-0111）

　24日（日）午前11時～午後1時

　総合福祉会館1階　生活訓練室

●内職就業相談（☎24-6767）

　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）

●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）

　13日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー

●多重債務相談（☎23-6752）1日（金）～6日（水）（土・日を除く）に電話予約

　8日（金）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室

●消費生活相談（☎23-6752）

　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課

●法律相談（☎22-2266）

　12日（火）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）

●ＤＶ電話相談（☎25-1489）

　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）

　 ▼14日（木）・21日（木）・28日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階　1-1相談室

●行政相談（☎23-6706） ▼  7日（木）午後1時～3時　総合福祉会館1階　1-1相談室

　　　　　　　　　　  ▼19日（火）午後1時～3時　武芸川老人福祉センター　会議室

●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　国保年金課（予約が必要）

｝各老人福祉センター

相談室
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　関市の新春を飾る「古式日本刀鍛錬打ち初め式」

が1 月2 日、関鍛冶伝承館で行われ、刀匠たちが迫力

ある伝統の技を披露しました。白装束に烏帽子姿の

刀匠が、真っ赤に熱せられた玉鋼に向かって交互に

大槌を振り下ろすと、力強い金属音とともに勢いよ

く火花が飛び散り、詰めかけた大勢の見物客から歓

声が上がりました。同館内では、刀剣研磨外装技能

師の仕事始め式もあり、見学者らは匠の技に魅了さ

れていました。

　道の駅平成で1 月6 日、一年の無病息災を願って食

べる七草粥が、訪れた人たちに無料で振る舞われまし

た。関市健康づくり食生活改善推進協議会武儀支部の

会員が、多くの人に正月の風習を知ってもらおうと7

年前から毎年行っています。会員らが、七草粥の材料

を持ち寄り、200 食分を用意。2 時間ほどで配り終え

るほどの盛況で、湯気の立つ七草粥を受け取った来場

者はおいしそうに食べて心と体を温めていました。

　富岡小学校で1 月10 日、新年恒例の書き初め大会

が行われ、児童が新年の決意を書に込めました。冬休

みに各自で考えてきた新年の抱負や目標を墨で表

現。会場内には雅楽「春の海」が流れ、新春ムードを

盛り上げる中、「不撓
とう

不屈」「心技一体」など思い思い

の言葉を書きました。4 月から中学生になる6 年生は

「勉強も部活動も両立して頑張りたい。この目標を

持って中学校生活を送りたい」と決意を話しました。

広報せき 2013.2.1

12月16日〜1月16日

にあった市内の話題を

中心にご紹介します。

新春告げる伝統の火花

ぽかぽか七草粥で無病息災決意を一筆したためる
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　1 月6 日、 新年恒例の関市消防出初式が行われ、消

防団員約800 人、車輌89 台が参加しました。文化会館

での式典では、団員の表彰があり、岐阜県知事表彰の

伝達や関市長表彰、中濃消防組合消防長などから表

彰状が贈られ、長年の功労などが称えられました。式

典後、稲口・津保川河川敷では、両岸に並んだ消防車

から花火の轟音を合図に一斉放水し、新しい年の防

火の誓いを込めた紅白色のアーチが描かれました。

　中部学院大学の幼児教育ゼミ「ハンドベルクワイ

ア」の学生らが1 月16 日、西部保育園でハンドベルの

演奏を披露しました。ＣＤやテレビなどと違う機械

を通さない生の音を聞き、子どもたちの感性を育て

ようと開催されました。学生18 人が約60 個のハンド

ベルを操り、「きらきら星」など全10 曲を演奏。園児た

ちは、透き通るような音色に聞き入ったり、知ってい

る曲に合わせて歌ったりして楽しみました。

　東日本大震災の復興支援団体「ボラバスねっと・

かにかも」の主催で、岩手県陸前高田市でボランティ

アに参加した関市在住の美濃加茂高校3 年の生徒ら

が12 月27 日、市長に現地での活動について報告しま

した。漁業復興支援として、ホタテ貝のロープのピン

抜きなど漁師たちの作業に協力。仮設住宅も訪問し、

震災当時と現状について学びました。現地で見たこ

とをこれからもメッセージとして伝えていきます。

　中濃公設地方卸売市場で1 月5 日、新春恒例の初競

りがあり、競り人たちの威勢の良い掛け声が響き渡

りました。競り前の初市式では、市場関係者ら約60 人

が出席。尾関市長は「安全で安心な食の提供と、地域

の商業・農業の発展にご協力を」と挨拶しました。買

受人組合長の手締めの後、初競りが始まると、カブや

ニンジン、トマト、里芋などが競り人の大きな声で競

り落とされていき、市場は一気に活気づきました。

　 あなたが生涯の選挙で投票する割合「生涯投票率」は？・・テレビや新聞などでも大きく報道されましたが、関市

選挙管理委員会は先月、選挙で投票したことを記録するスタンプ帳「選挙パスポート」を全国で初めて作成しました｡

　若者の選挙離れを止め、投票率アップを図ろうと、全国の各地でも「お菓子や飲み物のサービス」、「投票所でイベン

ト開催」や子どもの頃からの教育、地元商店街の協力での投票済証交付による割引サービスなど、あの手この手の作

戦が実施されています。近い将来は、インターネットやソーシャルネットワーキングサービスの活用が現実になるかもしれませんね。

　選挙パスポートは、関市成人式で新成人の皆さんに配布され、尾関市長も「選挙は、限りなく義務に近い権利」と話しました。投票

行動にはさまざまな考え方もありますが、自分たちのことは自分たちで決める社会、市民一人ひとりの力でつくるまちづくりの一歩に

つながることは間違いありません。国や自分たちのまちに関心を持って、大切な権利を無駄にはしないようにしてほしいと思います。

知事選挙が終わったばかりですが、この夏に予定されている参議院議員選挙には、皆さんぜひ投票所に足を運び「関市は全国で飛び

抜けて投票率が高い」なんていわれるまちを目指しましょう。

話
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放水アーチに防火の誓いハンドベルに園児うっとり

高校生復興支援ボランティア威勢良く初競り
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照会先  文化財保護センター  ☎ 46-2313
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　高賀山を信仰の対象とする高賀信仰は、平安時代から室町時代にかけて白山
信仰の影響を受けて始まったものです。本

ほん

地
じ

垂
すい

迹
じゃく

説
せつ

により十一面観音、大日如
来が本地仏として信仰され、さらに虚

こ

空
くう

蔵
ぞう

菩薩信仰になりました。
　高賀神社に伝わる蓮

れん

華
げ

峯
ぶ

寺
じ

仏像群 28 躯、懸
かけぼとけ

仏 280 面、鰐
わにぐち

口 1 口、錫
しゃくじょう

杖 1 柄、
和鏡 7 面、神像 16 躯、神酒壺 1 対、大般若経 502 巻が岐阜県重要文化財とし
て一括指定を受けています。
　蓮

れん

華
げ

峯
ぶ

寺
じ

仏像群の観音菩薩像には天治年間 (1124―1126) の銘があり、県内
で最も古い紀年銘のある仏像です。鰐口には明徳 3 年 (1392) の銘があります。
懸仏の種類は虚空蔵菩薩像が最も多く、他に阿弥陀如来像、十一面観音像など
があり、嘉禎 3 年 (1237)、文永 5 年 (1268)、貞治元年 (1362) などの墨書銘が
あります。
　高賀信仰を考える上で、貴重な一括資料です。
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本地垂迹説―平安時代から本格化した神
様と仏様をともに信仰の対象とする神仏
習合の中で、両者の関係を明確化する必
要から生じた説。神道の神様が衆生救済
のために仏教の仏様の姿で現れたものと
考えて、それぞれの仏様（本地仏）に対
応する神様（垂迹身）がいます。

国道 256 号線から高賀方面へ約 2km
洞戸地域巡回バス「高賀神水庵前」下車、
徒歩約 40 分
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▲和鏡

▲懸仏

▲大般若経

▲鰐口

アクセス

◆おわびと訂正
　広報せき 1 月号「文化財探訪（その 30）」に掲載した記事に誤りが
ありましたので、おわびして訂正します。
　【誤】兼吉（かねきち）　→　【正】兼吉（かねよし）




